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協働実践研究会 第16回研究会 （2021年2月28日）

菅田陽平（北京第二外国語大学）

北京協働実践研究会報告
これまでの日本語教育 優秀な人材を数多く育ててきた

学習者の多様化

教育改革の構想、高等教育の質的向上に関する指針・教育要綱の発布

中国教育部

中国の日本語教育の現状

授業内外でできること、利用できるリソースが増加する中、
外国語教育の在り方の問い直しが行われ、その文脈で、
ピア・ラーニング（中：協作学習）に注目が集まっている。

１）はじめに

「創造型人材」の育成の重要性

オンライン授業や
MOOCの普及

行動中心アプローチ（action-
oriented approach）への注目

行動 言語

「北京協働実践研究会」成立の経緯

2010年 協働実践研究会が日本で成立

2014年
3・4月

研究書の出版『日語協作学習理論与教学実践』

北京協働実践研究会

2011年
北京協働実践研究会発足

2014年
12月

第7回協働実践研究会＠北京開催

主に文献購読（不定期）

定期開催化

１）はじめに

2014年12月～2015年9月までの活動内容
２）過去の「北京協働実践研究会」の実践活動

コアメンバー主導の活動に加えて、
参加者全員が実践を「持ち寄る」形式も定着

2015年10月～2016年11月までの活動内容
２）過去の「北京協働実践研究会」の実践活動

2016年12月～2017年10月までの活動内容
２）過去の「北京協働実践研究会」の実践活動
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太枠部分は、web上のテキストチャットを用いて開催

２）過去の「北京協働実践研究会」の実践活動

2017年11月～2018年10月までの活動内容 大人数の日本語の授業では

工夫をしなければ、「教師→学習者」のような
「一方向的な授業形式」が主となる。
学習者が学んだ日本語を産出する機会や
学習者同士のやりとりの機会が乏しくなるという問題意識

３）「北京協働実践研究会」を通して得た学び

３）「北京協働実践研究会」を通して得た学び

例）『言語教育実践 イマ×ココ』
・中国の大学日本語教育における「フリップ」の活用
：日常のクラス活動からワークショップ型学術発表へ
・日本語教育における実践サイクルを通した教師の学
び：中国の大学における「谷川俊太郎“生きる”の合
作詩」の授業づくりを通して

日中両国に
おける

実践報告の
投稿

コミュニティの運営には、ファシリテーターが

果たす役割が重要である点

菅田が得た学び

１

２ 継続的な学びの場であるコミュニティを
目指す試みに終わりはない点

３）「北京協働実践研究会」を通して得た学び

コミュニティの運営には、ファシリテーターが

果たす役割が重要である点

菅田が得た学び

１

たとえ、勉強会が「講師→参加者」の一方向の
講演形式を採っていたとしても、

講演の内容が参加者の実践を刺激するもので、
十分な質疑応答の時間が設けられ、
参加者同士の発言を容易にする
ファシリテーション(facilitation)の工夫がある場合、

参加者は「協働」の体験ができることに気付いた。

３）「北京協働実践研究会」を通して得た学び ３）「北京協働実践研究会」を通して得た学び

継続的な学びの場であるコミュニティを
目指す試みに終わりはない点

菅田が得た学び

２

教師は、教室実践を越えて生活し、学び、働く中で、
教師に求められる
「個人の能力（personal capacity）」、
「個人間の能力（interpersonal capacity）」、
「組織の能力（organizational capacity）」
という3つの能力（Mitchell & Sackney，2011）を育んでいく。

参加者が上記のような３つの能力を構築することの
助けとなるコミュニティ作りの継続が重要だと
感じている。
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報告は以上です。貴重な機会を頂き、

ありがとうございました。
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